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体感音響装置（ボディーソニック）が与える 

心理的影響について  
A Psychological Influence on Body Sonic System                               
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１．はじめに 

人が声を発し受聴者に直接届くような形態は、原

音再生の面からは最良の状態と考えられる。しかし

発声者や受聴者の心理的側面を加味すると、スピ

ーカを通した音場構成が望ましいとの報告がある

[1],[2]。その要因については現在も検討されている

が、音が人に対して癒し効果を与えることは事実とし

てよく知られている[3]。 
そこで本報告では音をひとつの振動としてとらえ、

スピーカから出力される音楽に振動を加えた時の心

理的影響を検討する。その結果、人に優しい音場空

間を創造する指針を得た。 

２．脳波測定システム 
図１のシステムで脳波を測定する。提示音源は刺

激や単調性の異なる３種（PUNK 音楽，豪民俗音楽

（ディジュリドゥ），雨降りの音（ヒーリング音楽））とす

る。脳波は（株）能力開発研究所のブレインビルダで

測り、優勢時間を記録する。被験者は 20 歳の男性５

人である。測定時間は 180sec である。はじめに

15sec ずつ開眼閉眼を２回繰り返し被験者を落ち着

かせるとともに、脳波の出現の基準値を測定する。

その後、40sec ずつ３曲連続で試聴させる。このとき、

１曲の半分ずつ（20sec）ボディーソニックを駆動する。

ボディーソニックの振動の強さは 50，60，70dB とし、

トランスデューサの出す音圧で調整する。このとき音

楽を提示する音圧レベルは、被験者の位置で 60dB
一定となるようにする。 
３．分析とまとめ 

得られた脳波から脳波の出現率κを求める。 
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ここで、 はボディーソニック on 時の脳波の優勢

時間であり、 は off 時の脳波の優勢時間である。

κが１なら、ボディーソニックの on/off によらず脳波

は変わらないことを表す。 
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脳波の出現率とボディーソニックの関係を導くため、

表１から主成分分析[4]を行なう。PUNK 音楽はボデ

ィーソニックとの親和性が高いと予想されるので、こ

こでは PUNK 音楽の脳波で主成分分析する。 
得られた主成分ベクトルを表２に示す。表２から第

Ⅱ主成分得点は、Midα波が現れるほど大きな値と

なることがわかる。志賀によれば Midα波は「リラック

スした意識集中」の心理状態である[5]。また、ボディ

ーソニックの振動の強さに対して主成分得点の平均

値を求めた結果、50dB 時(-0.137)，60dB 時(0.041)，
70dB 時(0.096)となった。これは、振動を強くするほ

ど Midα波が出現することを表している。すなわち、

PUNK 音楽は、ボディーソニックを併用することによ

って、被験者を心理的に心地よい状態に誘う効果が

あるという結果になった。 
本研究によって、音楽と心理的な関係を数量的に

表すことが可能になった。本研究の成果を利用し、

被験者の心理をより効果的に良好にする方法を検

討する必要がある。 
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